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% 非語彙的な音の詰まり す %ごい，解 %析
? 疑問上昇調 行きます?，コップ?
(D) 語の言いさし (D コ)明日から
(W) 言い誤り・発音の怠け等の一時的な発音エラー (W コエ|これ)，(W ギーツ|技術)
(K) タグ付与等のために漢字表記ができない箇所 (K シ:ツ|質)問，(K リ %ツ|律)
(M) 音や言葉自体が言及の対象とされている発話 (M すごい)を (M すっごい)と発音する
(T) 小さい声で発話している箇所 (T これじゃないのか)
(L) 笑いが生じている箇所 (L)，これ (L なんですけど)
(C) 泣きが生じている箇所 (C)，(C なにが)
(S) 歌が生じている箇 所 (S)，(S ふるさと)，(S ヘイヘイホー)
(O) 一般的でない外国語/方言が用いられる箇所 (O ボッソワー)，(O ＃＃＃)
(U) 聞き取りや語の判断に自信がない箇所 (U 外国/外交)，(U な＃＃＃)




(X) 語が不明な箇所 (X リョウゴ)アタック，(X ルトラ)のさ
(Y) 漢字表記の一般的な読みと発音が異なる箇所 (Y ゼツ|舌)，(Y ギョク|玉)
(F) 「その」がフィラーとして使用された場合 (F その)研究所への行き方については

















合は，後述のタグ (W)と合せて用いる。推測できない場合はタグ (D)を単独で用いる。 
えー (D ダ) 例えば
っていうだけじゃ (D ワカ) だめだよ。 
 語を言いかけたと言うよりは，発声上の問題で生じたと考えられる断片的な音声。 
その (D ン) 問題は 
■タグ (W) 言い誤りや発音の怠けなどによって，一時的に非標準的な発音が生じた場合，
(W 実際の発音|意図された語) の形で表記する。 実際の発音は片仮名で表記する。 
(W ワアン|わかん) ない ←「わかん (ない)」を「わあん (ない)」と発音
(W ジュブン|自分) 一人でできるよ。 ←「じぶん」を「じゅぶん」と発音 
語の断片のうち何を言いかけたか分る場合はタグ (W)を使用して言いかけた語を補い，言い
さしであることを タグ (D)で示す。 
知らない (W (D ヒ)|人) 知らない人に ←「人」と言いかけて「ひ」で中断 
■タグ (M) 「あ という文字は め と非常によく似ている」のように，音や言葉自体を言及の
対象としているような発話 (メタ的引用)のうち， そのままでは可読性が著しく低くなる場合
や，タグ: % (W)などを用いて表記すると意図が通じなくなる場合は，その範囲にタグ (M)を
付与して可読性を高める。 
(M 僕が) の (M が) は格助詞で (M 行って) の (M て) は接続助詞








 笑い: タグ (L)
 泣き: タグ (C)














アイムジャパニーズって言ってあげ (L れば良かっ (U た))。 




相手も何かきらいだ (U っていうんで) 


































発話者 開始時間 終了時間 テキスト
IC01 2502.617 2503.920 (U この前)飲み会どこで飲んだの。
IC03 2504.661 2505.651 えっと 赤坂。
IC04 2507.718 2508.495 赤坂の
IC03 2508.791 2509.744 (L)
IC04 2509.287 2510.202 料亭。
IC03 2510.912 2511.480 (L いやいや)。
IC01 2511.432 2512.185 違う違う。
IC01 2512.749 2513.451 居酒屋。
IC03 2513.641 2514.236 (W イサカヤ|居酒屋)。
IC03 2515.464 2516.201 (X フタヘルモ)。
IC03 2516.999 2519.648 同期の (D ヒ)(D フ)同期と二人で飲んだぐらいで。
IC05 2519.670 2521.713 芸能人もいっぱい歩いてるんじゃないですか。
IC05 2521.713 2522.074 外。
IC03 2522.237 2522.865 (W ンナ|そんな)見る余裕。
IC03 2522.869 2526.534 もう 仕事終わったら家帰ることしか頭に (L ないです)。
IC05 2523.585 2524.039 ね:。
IC03 2526.541 2527.636 (L)
IC01 2530.214 2531.759 前ＴＢＳの地下で:

















































形態素解析は，形態素解析器MeCab(工藤ほか 2004)と形態素解析用辞書 UniDic を用いる。
入力は発話単位とする。解析にあたっては以下の処理を行う。
 タグが付与されたテキストはそのまま解析できないため，タグを外して解析器に渡す。






































国立国語研究所 (2006)．『国立国語研究所報告 124 日本語話し言葉コーパスの構築法』 国立
国語研究所．
伝康晴・榎本美香 (2014)．「『千葉大学 3 人会話コーパス』使用説明書 Release 1」 ．http:
//research.nii.ac.jp/src/files/Chiba3Party_manual.pdf
JDRI (2017)．「『発話単位ラベリングマニュアル』version 2.1」 ．http://www.jdri.org/
open-data/ から入手可能
小椋秀樹 (2014)．『書き言葉コーパス ―設計と構築―』, 第 4 章 pp. 68{86. 講座　日本語
コーパス 2 朝倉書店．
工藤拓・山本薫・松本裕治 (2004)．「Conditional Random Fieldsを用いた日本語形態素解析」
情報処理学会研究報告自然言語処理（NL）, 2004:47, pp. 89{96．
臼田泰如・川端良子・徳永弘子・西川賢哉・小磯花絵 (2017)．「『日本語日常会話コーパス』の
転記基準と特徴について」 言語処理学会年次大会発表論文集．
関連URL
『大規模日常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究』プロジェクトのウェブサイト
http://pj.ninjal.ac.jp/conversation/
??????ワ?クショップ2016?????
306 2017?3?7?-8?
